「社会性と情動の学習(SEL-8S)の進め方（小学校編）」B6保護者用ワークショップ資料

P-B6(小)

保護者の皆様へ

○年△月×日

学級担任

「相手はどんな気持ち？」

相手の気持ちを知るヒント
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家庭でのしつけや学校での生徒指導では、あいさつの仕方や友だちへの声のかけ方、頼み方や断り方など対人関係で大切なことを子どもに教えています。これらのことは全て相手の気持ちを考えた行動です。しかし、子どもによっては、相手の気持ちを理解することが対人関係で大切だと言われていても、実際の場面で使えないということがあります。そこで、「相手の気持ちを知るヒント」を学習することによって、彼らが相手の気持ちを理解した行動がとれるようになることを期待しています。
「相手の気持ちを知るヒント」は、①しぐさ、②顔の表情、③声の大きさ、④周りの様子（例：壊されたおもちゃであったり、心配している周りの人の様子など）の4点です。これらのヒントを使うと、相手が今どんな気持ちなのかを推測することができます。
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○ポイントの覚え方…『気持ちを知るヒントは、“シカ”の“こま”』
【し】しぐさ　【か】顔の表情　【こ】声の大きさ　【ま】周りの様子

ご家庭へのお願い
相手の気持ちを知るためには、まず相手を見る必要があります。しかし、クラスの中には相手の目や顔を見ていないお子さんがいます。皆さんのお子さんはどうでしょうか？　また、家族のみなさんは相手の目や顔を見ていますか？　ぜひ相手の目や顔を見て、話を聞いたり、話したりするように心がけてください。
また、日常生活の中で兄弟姉妹のげんかや友だちとのトラブルがあった時には、必ず相手の気持ちを考えさせるようにしてください。子どもは、私たち大人が思っているよりも相手の気持ちを気にとめずに行動する場合があるので、このような機会に相手の気持ちに注意を向けさせることで、相手の気持ちを理解する大切さに気づくでしょう。学校でも、そのような指導を引き続き行いますので、ご協力お願いいたします。
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